令和４年　４月　１日
連合小児発達学研究科
　博士後期課程学生（３年次）各位

　在学期間延長（留年）学生各位

　並びに教職員各位
大阪大学・金沢大学・浜松医科大学・千葉大学・福井大学
連合小児発達学研究科長　　佐　藤　　　真
修了に係る博士論文等の提出について（通知）
このことについて、2022年度修了に係る博士論文等の手続き（提出書類・期限等）を下記のとおり通知しますので、学位申請される方は内容を熟読のうえ、下記の定められた期限までに必要書類を提出いただきますようお願いします。
記
１．博士論文について
博士論文は、研究科が刊行する機関誌又は査読付きの学術誌等に掲載されたものであって、申請者が筆頭著者であり、共著者が学位申請（予定）していないものに限ります。
必要となる論文の本数は、英文の場合は１本、和文の場合は２本とし、研究科入学後の業績によるものとします。
また、論文投稿前の申請は絶対にしないこととし、論文投稿後の修正やりとり等を考慮したうえでのアクセプトの時期、見込みを指導教員とも十分に相談のうえ、公聴会までにアクセプト見込みが確認できた時点で、申請ください。
２．研究発表会（公聴会）開催日等について
全体基本スケジュール（※休日等で前後する場合があります。）
毎月１５日（原則）・・・　論文題目届等提出期限
翌月第１木曜日　・・・・　審査委員決定（教授会）　～　審査委員への発表内容の事前説明
研究発表会（公聴会）１０日前・・・　研究発表会（公聴会）必要書類提出期限
研究発表会（公聴会）約1週間前・・　研究発表会（公聴会）開催通知
※事務から教員・学生に送信するとともに、審査委員に審査に必要な書類を送付します。

毎月最終木曜１５時～　・・・　研究発表会（公聴会）
※８月は、最終火曜にも研究発表会（公聴会）を行います。
※２月は、最終月曜、火曜、水曜、金曜に研究発表会（公聴会）を行います。
※スライド等準備と、指導教員及び審査委員にスケジュールを確認してください。
研究発表会（公聴会）翌月１５日（原則）・・・　学位申請書等必要書類提出期限
翌月第１木曜（原則）・・・　本審査（教授会）
本審査を行った月の下旬・・・　修了日（大阪大学総長承認日）
2022年9月22日（木）、2023年3月23（木）・・・　学位記授与式
※学位授与年月日が学位記授与式より前の日付であっても、学位記授与式に手渡されます。
研究発表会（公聴会）は、原則、毎月最終木曜日の15時から開催しますので、発表予定月に間に合うように論文題目届等を提出してください。
なお、2022年9月修了の場合は2022年7月20日（水）、2023年3月修了の場合は2023年1月20日（金）が論文題目届等の最終提出期限となります。
· 例年、9月修了の場合は6月中旬、3月修了の場合は12月中旬を論文題目届等の最終提出期限とし
ておりますが、コロナ禍の状況で学生の研究が停滞していることを考慮し、特例措置として最終提出
期限を延長しております。
【 研究発表会（公聴会）等予定日 】
	論文題目届等提出期限

（消印有効）
	審査委員の決定（教授会）
	研究発表会（公聴会）

* 下記期日の9時～17時

	2022年 4月15日（金）
	2022年 5月 9日（月）
	2022年 5月26日（木）

	          5月16日（月）
	6月 2日（木）
	6月30日（木）

	6月15日（水）
	7月 7日（木）
	7月28日（木）

	（9月修了最終期限）

7月20日（水）
	8月 4日（木）
	8月23日（火）
8月25日（木）

	8月15日（月）
	9月 1日（木）
	9月29日（木）

	9月15日（木）
	10月 6日（木）
	10月27日（木）

	10月14日（金）
	11月 7日（月）
	11月24日（木）

	11月15日（火）
	12月 1日（木）
	12月22日（木）

	12月15日（木）
	2023年 1月 5日（木）
	  1月26日（木）

	（3月修了最終期限）

2022年 1月20日（金）
	2月2日（木）
	 2月20日（月）
2月21日（火）
2月22日（水）
2月24日（金）

	 2月15日（水）
	3月 2日（木）
	 3月30日（木）

	 3月15日（水）
	4月 6日（木）
	 4月27日（木）


* 公聴会開催日時は、上記指定日時のほか、審査委員の都合等により、別途調整する可能性があります。

３．論文題目届等の提出について
次の書類等を期日までに提出のうえ、推薦のあった審査委員候補者や複数筆頭著者の理由等について、教務担当者会議にて検討を行い、適格であると認められる場合は、教授会に附議し、審査委員（主査及び副査）を決定します。

【 提出書類等 】
(1) 論文題目届（様式Ａ）　　　　　　　　　　　・・・　正１部（紙・自署要）
(2) 論文概要（様式Ｂ）　　　　　　　　　　　　・・・　正１部（紙・自署不要）
(3) 審査委員候補者推薦書（様式Ｃ）　　　　　　・・・　正１部（紙・自署要）
※ 審査委員候補者の推薦にあたっては、次の点に留意のうえ、選出留意事項がありますので、指導教員、各校事務とも相談のうえ、選出すること。

・指導教員は、審査委員になることができない。
・主査１名、副査２名以上とし、同一の講座教員のみを推薦してはならない。
・審査委員の内２名は、研究科教授でなければならない。
・論文の共著者は、主査になることができない。（副査は１名まで可）
(4) 複数筆頭著者理由書、誓約書（様式Ｅ、Ｆ）（該当する場合）・・・　各正１部（紙・自署要）

　　　※ 複数筆頭著者による論文の場合は、理由書及び誓約書を提出してください。
４．審査委員への発表内容の事前説明について
・発表予定者は、審査委員決定後に、審査委員へ発表内容の事前説明のうえ、十分な事前審査を受けてください。なお、その際の審査委員との質疑応答、並びに公聴会での質疑応答は、学生自身が対応してください。
・遠隔講義システムを利用して事前説明を行う場合は、システム管理者に使用状況等の確認を必ず行ってください。

５．研究発表会必要書類の提出について　提出期限　研究発表会の10日前
発表を予定する研究発表会の10日前までに次の書類等を提出してください。
【 提出書類等 】

(1) 論文内容の要旨（様式３）

・・・　正１部（wordデータ・自署不要）
(2) 履歴書（様式４）


・・・　正１部（wordデータ・自署不要）
(3) 博士論文



・・　各正４部（紙・この時点はデータ不要）
※ 規格は、Ａ４判を原則とし、表紙には論文名、申請者名を明記してください。

※ 本提出時の博士論文は、紙ファイル等による簡易製本で差し支えありません。
※ 印刷中の場合は、「掲載予定証明書」を必ず添付してください。

(4) 参考論文（添付する場合）

・・　各正４部（体裁等は博士論文に同じ）
(5) 業績目録（様式Ｄ）　　　　　　　　　・・・　正１部（wordデータ）
※ (1)～(5)について、審査委員が３名を超える場合は、その超える部数を追加して提出してください。
※ 博士論文及び参考論文は、研究発表会までに印刷公表または印刷中となっていなければなりません。修正採択等の場合は、その判定内容に関わらず不可とします。ただし、研究発表会における発表内容には、審査委員への事前説明を行った内容に限り、発表に含めてもよいものとします。

６．研究発表会（公聴会）について
　・研究発表会は、Zoomにより発表者側にて用意するＰＣを接続のうえ行います。
※　例年は遠隔講義システムにより開催しています。
・司会進行は、原則として指導教員が務めます。
・発表時間は、１件当たり40分（発表：20分、質疑：20分）です。
　　・質疑応答の際は、発表者が対応します。
・特許出願に関わる論文発表の場合は、研究発表会（公聴会）の１ヶ月前までに発明届出書を提出し、
研究発表会（公聴会）前に特許出願する必要がありますが、発明の完成から研究発表会（公聴会）
までの期間が短く、出願の準備に十分な時間を確保できないといった理由により、やむを得ず出願
前に発表する場合は、研究発表会（公聴会）を非公開とすることができますので、予め大阪校事務
までご相談ください。
７．学位申請書等の提出について　提出期限　研究発表会（公聴会）の翌月15日（消印有効）
【 提出書類等 】

(1) 学位申請書（様式Ｇ）　　　　　　　　　　　・・・　正１部（紙・自署要）
(2) 博士論文　　　　　　　　　　　　　　　　　・・　各正１部（pdfデータ）
※ 規格は、Ａ４判を原則とし、１枚目は別添「博士論文表紙様式」により作成すること。
※ 本提出の論文は、一つのpdfデータ（容量大の場合はCD(DVD)－R等）とし、印刷・製本は
不要。
(3) 参考論文（添付する場合）　　　　　　　　　・・　各正１部（体裁等は博士論文に同じ）
(4) 共著者同意書（様式Ｈ）（該当する場合）　　・・・　正１部（紙・自署要）
(5) 論文目録（様式２）　　　　　　　　　　　　・・・　正１部（wordデータ）
(6) 論文内容の要旨（様式３）　　　　　　　　　・・・　正１部（wordデータ・自署不要）
(7) 履歴書（様式４）　　　　　　　　　　　　　・・・　正１部（word データ・自署不要）
(8) 博士論文審査結果報告書（様式Ｉ）　　　　　・・・　正１部（紙・自署要）
(9) 論文審査の結果の要旨及び担当者（様式７） ・・・　正１部（word データ）
(10) 最終試験の結果の要旨及び担当者（様式８） ・・・　正１部（word データ）
　　　※様式７・８については公聴会後１週間以内に主査に送付し作成を依頼する
(11) 博士論文のインターネット公表（大学機関リポジトリ掲載）確認書（様式10）
・・・　正１部（word データ）
※ 作成にあたっては、別紙「大阪大学の博士の学位を授与された方が留意すべき事項」を参照すること。なお、自身で論文のインターネット公表に係る権利関係や出版社の著作権ポリシーを確認することが困難な場合は、必要に応じ関係教員や各校事務とも相談すること。
※様式10で論文全文公表を保留としていた場合、保留事由解消後に提出
(12) 博士論文のインターネット公表（大学機関リポジトリ掲載）保留事由に係る報告書（様式11）
・・・　正１部（word データ）
　  (13) 誓約書（別紙（誓約書様式））　　　　　　 ・・・　正１部（紙・署名要）
【 博士論文のインターネット公表に係る補足説明 】

学位規則（昭和28年文部省令）が一部改正され、平成25年4月以降の学位授与分から博士論文の全文をインターネットの利用による公表が義務付けられ、併せて論文内容の要旨及び審査結果の要旨の公表についても同様の公表方法とすることとなり、これを受けて、大阪大学では、以下のとおり取り扱うこととしている。

・大阪大学学位規程を一部改正し、本学においては、インターネットの利用による公表は大学機関リポジトリ（大阪大学学術情報庫 OUKA(Osaka University Knowledge Archive) ）を利用
・学位授与者自身で論文のインターネット公表に係る権利関係や出版社の著作権ポリシーを確認
・学位授与者自身がどうしても確認できなかった場合は、大阪大学附属図書館が調査実施

・全文公表についてやむを得ない事由がある場合は、研究科の承認を得て、全文に代えて要約を公表
（学位申請者の手続）

・別紙２「大阪大学の博士の学位を授与された方が留意すべき事項」を参照のうえ、論文のインターネット公表に係る権利関係、例えば、図書出版した際の出版社の著作権ポリシー（インターネット公表に対する方針）や特許出願手続き等を確認し、その結果（公表の保留を希望する場合を含む）を、「博士論文のインターネット公表（大学機関リポジトリ掲載）確認書」（様式10）により提出

・様式10で論文全文のインターネット公表（大学機関リポジトリ掲載）を保留としていた者は、保留事由の消滅等の進捗状況を「博士論文のインターネット公表（大学機関リポジトリ掲載）保留事由に係る報告書」（様式11）により提出（この様式で、出版社等の著作権ポリシーの確認ができなかった場合は、当該著作権ポリシーを大学附属図書館で調査）
８．その他留意事項について
(1) 単位修得退学者は、退学後３年以内に博士論文を提出すれば、課程博士として取り扱われます。

なお、３年以内とは、論文受理（アクセプト）が確認でき、論文題目届等提出時点としますが、大阪校事務に事前に連絡、ご相談してください。
　  (2) 令和４年度から論文博士制度を導入することになりました。対象は、本研究科の単位修得退学者
（単位修得退学後３年を経過している者）となっております。詳細は研究科HP（4月中旬までに掲
載予定）をご参照ください。

(3) 最終審査は教授会（2/3以上出席）において、審査委員会によって論文審査結果及び最終試験結果について報告がなされ、2/3以上の賛成をもって学位授与が決定されます。
(4) 各様式のデータについては、研究科HPに掲載しております。
https://www.ugscd-osaka-u.ne.jp/syllabus/study.html

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

連合小児発達学研究科　博士論文審査基準

　博士（小児発達学）の学位論文は、連合小児発達学研究科において、以下に掲げる点を総合的に考慮し、論文提出者が文理融合型の「子どものこころと脳発達及びその障害」に関する高度な科学的知識を身につけたと認められる場合に合格とする。

①研究テーマ・問題設定の妥当性

子どものこころの課題の解決に対して、経験則にとらわれない、異なる背景の専門性と科学的視点から研究テーマ及び問題を設定し、学術的及び社会的意義、並びに当該研究領域の発展に貢献する学術的価値が認められること

②研究（分析）方法・論述の適切性

研究テーマ及び問題設定に対して適切な研究（分析）方法を実践し、結論が論理的かつ明確に導出され、かつ整合性があること

③創造性・独創性・信頼性

研究テーマ、問題設定、研究（分析）方法等に注目すべき創造性、独創性や信頼性が認められること
④研究発表能力等
　　研究成果を正確に伝達するプレゼンテーション能力を有し、また、適切な質疑応答ができること

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

連合小児発達学研究科ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）

大阪大学のディプロマ・ポリシーのもとに、大阪大学・金沢大学・浜松医科大学・千葉大学・福井大学連合小児発達学研究科（後期３年のみの博士課程）では、以下を身につけた学生に、修了要件に基づき審査等を行い、学位「博士（小児発達学）」を授与します。
（１）「子どものこころと脳発達及びその障害」に関する高度な科学的知識
（２）子どものこころの課題の解決に対して、経験則にとらわれない、異なる背景の専門性と科学的視点
（３）生涯を通じて学習意欲を持続し、自立的・意欲的な問題解決能力とデザイン力
（４）協調性・柔軟性を有する真に学際的で現在の社会の要求に応えうるリーダーシップ
修了要件
（１）本研究科に３年以上在学し、授業科目につき３０単位以上修得し、研究指導を受け、かつ、本研究科が行う博士論文の審査に合格すること。
（２）博士論文は、研究科が刊行する機関誌又は査読付きの学術誌等に掲載されたものであって、申請者が筆頭著者であり、共著者が学位申請（予定）していないものに限る。
（３）必要となる論文の本数は、英文の場合は１本、和文の場合は２本とし、研究科入学後の業績によるものとする。
（４）特に優れた研究業績を挙げた者と教授会において認められた場合には、２年での修了を可としている。
【学位申請書等提出先】　大阪大学医学系研究科総務課連合研究科担当


　　　　　　　　　　　　　E-mail：office@ugscd.osaka-u.ac.jp


　　　　　　　　　　　　　〒565-0871 吹田市山田丘２－２　　℡06-6879-3026　FAX:06-6879-3347








